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概要

既報した，ひとつのいのち(4)では「人類の起源」と「人間の理性」について記し，「合理性」
の制限と限界を述べた。著者は副題でいう「理性」のはたらきを「合理性」と峻別する。続い
てひとつのいのち(5)からは，非合理の世界に入ってゆく。まず，本論文では「神性」について
考えたところを述べる。その内容は，第八章:I.天才一創造の不思議,11.古代日本人のこ
ころ,111.神性と魔性一むこう（ユングの「無意識」または古代仏教「唯識論」でいう「アラ
ヤ論｣）からやって来るもの。

Abstract

Iwanttoenterintoan!lin-rationalregion''fromthisreport"Acommonlifeofall

thelivingthings,Part5".InthisreportChapter8,Iintendtoconsideraboutadifficult
Problem,the"God-hood".Similartoeveryformerreports,onlyshortmeaningofeach
titlesincludedinthischapterwillbestated,namely,I:ageniusandamisteryofthe

creation,11:amindsoftheancientJapanesepeoples,andlH"God-hood"and"demonic
spirit'',thosearecommingformaregionbeyondourreason,whichissimilartothe
"uonciousness"ofC.G.Jung,or$GAraya.Shiki''inBuddhism.

第八章神性

I.天才一創造の不思議

神話学者キャンベル1)は「シヤーマン（巫女）は神話を伝え得る天才である」といった。
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最近，中国古代『魏』の青竜3年（235年）と年号の入った青銅の鏡ｶﾖ京都･丹後地方の古墳

から出土した力欝，それは卑弥呼（ヒミコ）に贈られたものであること力欝わかった。古代の鏡は

化粧用ではなく，水銀を塗って太陽の光りを反射させ，人々の目を射る（天照）不思議な呪力

の持ち主であることを示すための権威の象徴であったと想定される。つまり卑弥呼はシャーマ

ンであった。中国古代の五帝，三王も呪術，たとえば『易』の力で「雨を降らす竜神」を使う

という能力を備えたシャーマンであったと記されている2)。現在のシャーマンは芸術家であ

り')，したがって稀な能力を伝え得るのは芸術家である。芸術家を含めてさまざまな分野で天才

は突然に出現し，その多くはr神童」といわれ，こどもの頃から異常な才能を発揮した。芸術

家であるモーツァルト，ベートーヴエン，雪舟，学者であるアインシュタイン，南方熊楠その

他多くの天才も神話を伝え得たといえる。

イギリスのドーキンス3)は生物学的な進化の担い手である「遺伝子」のほかに，文化的進化の

担い手として，親の脳から子の脳へ伝えられて自己増殖する「遺伝子」を考えた。それをギリ

シァ語の模倣rnerneから採ったミームと名付け習慣，知識，知能などもミームによって遺伝す

ると見倣した。そういう微少要素である遺伝子を想定するのは，還元主義的西欧文化の特徴で

ある力ざ，その実在は証明されていない。「ひとつのいのち」第3報4)で記したように，脳内のホ

ノレモン様神経伝達物質の発見は，われわれの「自己意識」といっていたものが伝播し，潜在す

る「意識」に動かされていることを示す。

近年，「誕生の記憶｣力罫周産期医学で問題になっている。赤ちゃんは母親のお腹のなかにいる

ころからお母さんの声や音楽など力ざ聞こえていることや，母親の感情の変化が騰帯をとおして

赤ちゃんに伝わること力ざ知られるようになった。『誕生を記憶する子どもたち』5)でD.チェンバ

レンは「誕生の記憶」を収集した。それを追試するため，公文教育研究会の母親モニターカゴ107

名の母親にアンケートを出したところ，45名から「誕生の記憶」のレポートカョ集まった6)。その

’例をあげると，母：「生まれた時のこと覚えてる？」に答えて3才の男の子が，覚えている

とニッコリ微笑む。母：「おなかの中のことを覚えてる？」子：「こんな感じ。こんなかっこ

う。」（と，クルリと丸くなり母にピッタリとくっつく。）母：「おなかの中で何かきこえ

た？」。子：「ママの声やなにか音楽ｶざ聞こえたよ。（中略)。黒いトンネルをぐる－つと回って

出てきたの。痛かった｡」こういうレポートは今日，もう疑う余地力ざないという。D.チェンバレ

ンカぎ示したように近年の胎児や新生児の研究は，新生児ｶゴ決して無能ではなく繊細な感受性を

もつこと力ぎわかって，胎教の必要が改めて強調されるようになった。『胎児の行動研究の意味す

るもの』7)という日本医師会雑誌の座談会記録によれば，胎児は両親あるいはそのずっと以前

の，人類力ぎ生まれるずっと前，生命力爵生まれたときからの遺伝子を組み入れている。つまり｢生

命記憶」と「記憶の伝承」というべきものｶ叡あることが語られている。また，神経系は免疫系

と類似していて，利根川博士力富みつけた免疫系の迩伝情報の担いてとしてのRNAの再構成力欝

神経系でもおこなわれることがわかってきた。天才や神童の出現はこうして理解されるという。

或る意味では子供は親よりも進化しているといえる。最近の子供はコンピューターを苦もなく
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マスターする。

「記憶一般」についての中枢性局在はわかっていない。一般に，記憶中枢は側頭葉と海馬に

あるというが，それは「意識」的な記憶のことであって，知能，技能，運動能の記憶に関与す

る神経細胞はそれぞれ「大脳」の支配領域，さらには「大脳辺縁系」の脳神経細胞にもあると

考えられる。たとえば，或る優れたピアニストカ薮長大な楽譜を『側頭葉』で暗記して，『頭頂葉』

力ざ支配する手指，手首，腕の動きやペダルを踏む足の動きの連動を記憶し，習練し尽くして見

事な演奏をしたときを仮定しよう。それを聞いて私どもが感動させられた場合，演奏者力§『前

頭葉』で原曲のもつ表現を理解・解釈し，または演奏者の「大脳辺縁系」がかもしだす美しい

表現に，聞くものの「大脳辺縁系」力ざ同調するのであろう。おそらく，それらのいくつかの神

経細胞集団と側頭葉や海馬の神経細胞との間に連合力ざできあ力ざる時に複雑な記憶力罫なりたつと

推測される。記憶中枢の局在は，臨床経験や動物実験で確かめられた制限的事実をいっている

のであろう力審，他の神経細胞との連合のネットワークが成立することを否定できない。

また，「胎児の記憶」や「記憶の伝承」力ざ事実ならば，それらは「無意識」あるいは「潜在意

識」でつくられるとも見倣される。ユング8)心理学でいう「無意識」はこういう推定のもとで理

解される。「無意識」を万人が心の深奥に共有するとユングカぎいうのは正しいと考える（図)。

私どもが夢で「落下する感じ」にハツとした経験をもつことや，「両腕を羽ばたいて屋根の上を

ふわふわ飛んだ経験」は多くの人に共通することであろう。これらは生物進化途上の「記憶の

伝承」として理解される。

意識の地斗

図ユングの「無意識」

各人

の意識

各人

の意識
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万人に共通する無意識

(仏教でいうアラヤ識に近い）

＝

11.古代日本人のこころ

京都大学の病理学教授であった清野謙次は人類学者でもあって，アイヌは日本列島全体にわ
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たって住んでいたという仮説を立てた9)。最近，京都大学の日沼頼夫9)によると,ATLウイルス

は伝染力力罫弱くて子供や夫婦間でしか伝染しない力罫,このATLウイルスの保有者ｶ欝九州,南西

諸島と北海道の海岸の僻地，離島に多いことから「古モンゴロイド」の人たちの間にこのウィ

ルスの保有者力ざ多く，中国大陸，朝鮮半島を経て移住してきた「新モンゴロイド」人にこのウ

ィルスの保有者力ざほとんどいない事実を述べた。「新モンゴロイド｣が稲作農耕文化をもって日

本の中央部や九州の一部に国づくりをする以前に，アイヌは，北は千島，北海道から南は沖縄

にいたる間の日本列島に土着して「縄文文化」という特殊な土器をもつ狩猟採集民族として住

んでいたという人類学の研究成果を出した。アイヌと沖縄人，東北地方や日本の中部山間，あ

るいは海岸の僻地や離島の人たち力苛「古モンゴロイド」であることは否定できなくなった。か

つて北海道を旅行した時「カムイヌプリ」（神のいる山)，「カムイヌトウ」（神のいる湖）とい

う名を聞いて，カムと神の類似を想った。現在の日本語とアイヌ語沖縄語の間の語源に共通

するものｶぎ多いことが研究されている9)が，カムは神の語源であろう。

そういう古代日本人はさまざまな神々をあがめた。『ユーカラ・アイヌ神謡｣'0)には狐，狼，

鹿，魚その他の神様，火の神様のことがうたわれている。つまり「汎神への祈り」があった。

有名な「熊祭り」は熊を射て殺し，熊の「霊魂」を神様のところへ帰す儀式であり，狩猟で得

た食物すべては，神（向こう）からやってきた授かりものとして尊んで食べ，その魂をそれぞ

れの神様のところへ帰した。アイヌ古老によれば，存在するものすべてに「霊魂」力欝ある。食

物を拝んでたべるアイヌは，ある意味では「パン」を「聖体」とみなすキリス|､教徒に似てい

る。また，神々の上にいる「大神」をあｶぎめる一方で，暴風や雷の神その他の魔神のことも出

ている。貧富の差別のない狩猟採集民族のアイヌ人や沖縄人は，死んだらだれもが「大神様」

のところへ帰ると信じていた。「新モンゴロイド」である古代中国の民族に「神」の概念はなく

て，「天」とその絶対的な位を委ねられた「天子」（皇帝）があった。「天子」のもとの意味はま

た「天才」であった。『黄帝内経素問』'1)に｢上古，堯，舜の曽祖父黄帝は，生まれながらにして

人間業とは思えぬ聡明さで，乳飲み子の頃からものを言い，幼時にして早くも事物に対するす

ばやい理解力を示し，長じて天位（帝の位）についた」とある。

111.神性と魔性

生きとし生けるものはすべては「生命記憶」をもっていると思われる。或る生物が生きた特

定環境の刺激によって「生命記憶」が蓄積され，それが伝承されなければ生物の進化はないと

も考えられる。ことわざにいう「一寸の虫にも五分の魂」とは本当である。仏教でいう「アラ

ヤ識｣'2)という深奥の「意識」はこの「生命記憶」を洞察したものであろうし，ユング'3)のいう

「無意識」もおなじであろう。幼時から無類の記憶力をもち，長じて動｡植物を兼ねた「粘菌」

を発見した南方熊楠は，「科学の力をもってしても無限の世界を掌中に把握できないことは,科

学者力藪いちばん良く知っている」といった'4)。また｢酸素は燃焼をたすけ，水素は火にあえば激

しく燃えるのに酸素と水素を化合させると水になるのはどうしてか」と問うた。
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一方，アインシュタイン力ざ天才的閃きで発見した原子力開放力ざ，人間に「原子爆弾」をつく

らせ，いまだに人類に果てしらぬ核の恐怖をもたらしているのが事実である。また，ヒットラ

ーが超人的な指導力のもとに，アウシュビッツでユダヤ人を大量虐殺したことも，悪魔的呪誼

（のろい）によることであった。人は誰でも悪いことと知りながら，思いがけずに殺人でさえ

も侵すこと力欝ある。デモーニッシュ（悪魔的）と表現されるものは，やはり「やって来るもの」

としかいえない。西田幾太郎は『善の研究』'5)で，「神性」（はやりの言葉でいえば｢宇宙意識｣'6)）

とはどんなものか？を考えた。幾太郎のいう「神性」は仏教でいう「仏性」とおなじと見倣し

てもよい。『善の研究一宗教の章』から抜き書きして著者なりに修飾すると「精神を支配するも

のは精神の法則である。それは更に大きい統一への要求であり理性の要求である。神性（宇宙

意識）とは宇宙と地球のあらゆるものを統一する意識である。人間の精神を支配する統一の念，

理性は神性の意識である｡」という意味のこと力罫述べられている。幾太郎は「善」を理性的に考

えたのであって｢悪｣は無視した。そして，理想主義者であり，座禅に長年打ち込んだ幾太郎'7）

によれば｢神性は哲学上の議論ではなくて心霊的経験の事実である｣'5)という。つまり「霊性(次

回の主テーマ)」の経験に由来する。仏教では，不可知なものからやってくる真如（真の如し）

をもたらすものを「如来」という力罫，本当は真如は善悪を超越したものでなければならない。

「大きい真実力ざ私どもの内部の真実に送ってくるメッセージを受けたときのよろこびによって,自分の

うちで無限の実在に触れるのである｡」 一タゴールー
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